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本
年
四
月
、
松
原
市
域
の
真
宗
大
谷
派
寺

院
が
属
す
る
大
阪
教
区
の
難
波
別
院
で
宗
祖

親し
ん

鸞ら
ん

聖
人
七
五
〇
回
御ご

遠え
ん

忌き

法
要
と
、
東
本

願
寺
を
創
立
し
た
教
き
ょ
う
如に
ょ上
人
四
〇
〇
回
忌
法

要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
前
号
の
栄え
い

久き
ゅ
う

寺じ
（
立
部
一
丁
目
）

に
続
い
て
、
文ぶ
ん

禄ろ
く

元
年（
一
五
九
二
）二
月
、

本
願
寺
十
二
世
と
な
っ
た
教
如
が
、
翌
文
禄

二
年（
一
五
九
三
）正
月
二
十
六
日
に
、
天
美

北
・
城
連
寺
村
の
善ぜ
ん

正し
ょ
う

寺じ
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

47
）に
下
付
し
た
父
の
十
一
世「
顕け
ん
如に
ょ

上
人
真

影
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
、
天
美
我
堂
七
丁
目
に
あ
る
真
宗
大

谷
派
の
善
正
寺
は
、
も
と
も
と
は
真
言
宗
で

摂
津
の
平
野（
大
阪
市
）に
あ
り
ま
し
た
が
、

明め
い

応お
う

年
間（
一
四
九
二
〜
一
五
〇
一
）に
浄
土

真
宗
に
転
じ
、
城
連
寺
村
に
移
っ
て
き
ま
し

た
。
文
禄
二
年
に
住
職
の
順じ
ゅ
ん

欽き
ん
が
教
如
に
帰

依
し
た
こ
と
か
ら
、
教
如
が
順
欽
に「
顕
如

上
人
真
影
」を
下
し
た
の
で
す
。
そ
の
裏
書
に

「
大
谷
本
願
寺
釋し

ゃ
く

教
如（
花か

押お
う
）　
文
禄
二
癸
み
ず
の
と

巳み

年
正
月
廿
六
日
　
河
内
国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
天
見
郷

城
蓮
寺
村
興こ
う

正し
ょ
う

寺じ

門
徒
　
端
坊
下
　
願
主
釋

順
欽
」と
あ
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
善
正
寺
の
寺

号
は
ま
だ
無
く
、
そ
の
上
、
同
じ
浄
土
真
宗

で
も
興
正
寺
派
に
属
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
教
如
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
、
十
か
月

後
の
文
禄
二
年
十
月
、
弟
の
准
じ
ゅ
ん
如に
ょに
本
願
寺

宗
主
を
譲
ら
さ
れ
、
退た

い
隠い
ん
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
教
如
は
、
本

願
寺
の
嫡
流
を
主
張
し
ま
す
。

　
慶け
い

長ち
ょ
う

五
年（
一
六
〇
〇
）十
一
月
六
日
、
教

如
は
善
正
寺
の
順
欽
に
親
鸞
の
絵
像
も
下
付

し
ま
し
た
。
裏
書
に
は「
本
願
寺
親
鸞
聖
人

御
影
　
大
谷
本
願
寺
釋
教
如（
花
押
）　
慶
長

五
庚か
の
え

子ね

稔と
し

十
一
月
六
日
　
河
内
国
丹
北
郡
天

見
郷
　
成
蓮
寺
村
善
正
寺
常
住
物
　
願
主
釋

順
欽
」
と
見
ら
れ
ま
す
。
善
正
寺
の
寺
号
の

初
見
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
二
カ
月
前
の
九

月
、
徳
川
家
康
は
関せ

き
ヶが

原は
ら
の
戦
い
で
豊
臣
方

を
破
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
年
後
の
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）、
教

如
は
家
康
の
援
助
を
受
け
、
京
都
に
東
本
願

寺
を
創
立
す
る
と
と
も
に
、
同
年
、
本
願
寺

の
東
西
分
派
に
と
も
な
い
、
堺
に
こ
れ
ま
で

あ
っ
た
堺
御
坊
と
は
別
に
、
東
本
願
寺
の
堺

御
坊（
現
難
波
別
院
堺
支
院
）も
創
立
す
る
の

で
す
。

　
慶
長
七
年
の
堺
御
坊
創
建
に
関
わ
っ
て
、

九
月
十
七
日（
年
次
不
明
）、
教
如
が
河
内
国

の
坊
主
衆
中
や
惣
門
下
衆
中
に
協
力
を
求
め

た
次
の
よ
う
な
書
状
が
善
正
寺
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
態
染
筆
候
　
仍
堺
坊
之
儀

　
取
立
候
条
　
其
國
之
衆
各

　
馳
走
頼
入
候
　
就
其
連
々

　
如
聴
聞
各
参
會
之
時

　
相
互
信
不
信
被
談
合

　
安
心
決
定
候
て
今
度

　
の
報
土
往
生
と
け
ら
る

　
へ
き
事
肝
要
候

　
猶
下
間
按
察
法
橋
可

　
申
候
　
穴
賢
く

　
　
九
月
十
七
日
　
教
如（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
河
内
国

　
　
　
　
　
　
　
　
坊
主
衆
中

　
　
　
　
　
　
　
　
惣
門
下
衆
中

　
ま
た
、
十
六
世
紀
末
〜
十
七
世
紀
初
と
考

え
ら
れ
る
教
如
筆
の「
本
願
寺
代
々
」と
題
し

た
親
鸞
か
ら
教
如
ま
で
本
願
寺
歴
代
十
二
名

を
墨
書
し
た「
本
願
寺
歴
代
連
坐
銘
」も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
を
大
書
し
、
以

下
二
代
か
ら
三
行
に
分
け
て
十
一
代
ま
で

「
上
人
」を
付
け
、
教
如
の
み「
上
人
」を
つ
け

て
い
ま
せ
ん
。
教
如
が
本
願
寺
の
嫡
流
を
宣

言
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
善
正
寺
に
与
え
ら
れ
た
教
如
に
よ
る
親
鸞

と
顕
如
の
絵
像
や
本
願
寺
歴
代
銘
、
お
よ
び

堺
御
坊
創
立
の
書
状
は
豊
臣
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
期
に
か
け
て
の
本
願
寺
の
動
向
を
知

る
上
で
、
重
要
な
資
料
で
し
ょ
う
。

　
順
欽
は
、
元げ
ん

和な

二
年（
一
六
一
六
）に
城
連

寺
村
か
ら
天
美
西
の
砂す
な
村（
芝
・
油
上
地
区
）

に
寺
を
移
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寛か

ん
永え
い

十
八

年（
一
六
四
一
）に
今
の
天
美
我
堂
に
移
転
し

た
の
で
す
。
現
在
、
城
連
寺
村
の
善
正
寺
が

あ
っ
た
地
に
は
、
同
じ
真
宗
大
谷
派
の
最さ
い
勝し
ょ
う

寺じ

が
法
灯
を
伝
え
て
い
ま
す
。

善
正
寺
蔵
の
教
如
ゆ
か
り
の
品
々

本
願
寺
歴
代
連
坐
銘
と
絵
像

東
本
願
寺
堺
御
坊
創
立
の
書
状

西
田
　
孝
司

（
松
原
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

①

①顕如上人像と裏書（文禄2年）
②親鸞聖人像と裏書（慶長5年）
③堺御坊創立に関する教如書状
④本願寺歴代連坐銘　京都の真宗本廟（東
本願寺）で4月1日～7日に開催された「教
如上人展」に本品④も出展された。

いずれも善正寺蔵
①①①②④

③

②②④


